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西
田
哲
学
に
於
け
る
禅
思
想
の
特
質
＊
井 
上
　
克 
人
　
（
日
本 
関
西
大
学
）
　
　
一
、
西
田
幾
多
郎
の
禅
に
見
る
形
而
上
学
的
性
格
　
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五
）
の
日
記
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
年
か
ら
明
治
三
十
八
年
に
及
ぶ
こ
の
時
期
、
西
田
は
憑
か
れ
た
よ
う
に
坐
禅
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
る
。
明
治
三
十
年
の
初
め
か
ら
、
雪
門
禅
師
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
、
明
治
三
十
八
年
の
日
記
に
も
、「
打
坐
」
の
語
が
見
え
る
。
し
か
し
最
も
熱
心
に
禅
に
打
ち
込
ん
だ
の
は
、
恩
師
北
条
時
敬
の
誘
い
で
明
治
三
十
年
九
月
よ
り
奉
職
し
て
い
た
山
口
高
等
学
校
時
代
か
ら
数
年
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
学
問
へ
の
思
い
も
強
烈
に
あ
っ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
明
治
三
十
二
年
二
月
二
十
三
日
の
日
記
に
は
「
雨
暁
起
打
坐
。
学
問
ヲ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
念
ニ
妨
ゲ
ラ
ル
ゝ
事
多
シ
。
徳
山
ノ
事
ヲ
思
フ
テ
戒
ム
ベ
シ
」（
十
七
・
四
二
、
旧
版
十
七
・
三
六
）
と
あ
る
。
そ
し
て
明
治
三
十
四
年
五
月
十
三
日
に
は
、
「
余
は
禅
を
始
め
て
よ
り
数
年
一
進
一
退
何
の
得
る
な
し
、
実
に
満
面
の
慙
惶
。」（
同
巻
・
六
七
、
旧
版
同
巻
・
五
八
）
と
書
き
、
ま
た
明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
三
日
の
日
記
に
は
「
余
は
禅
を
学
の
為
に
な
す
は
誤
な
り　
余
が
心
の
為
め
生
命
の
為
に
な
す
へ
し　
見
性
ま
＊
関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
教
授
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て
は
宗
教
や
哲
学
の
事
を
考
へ
す
」（
同
巻
・
一
二
六
、	
旧
版
同
巻
・
一
一
七
）
と
自
ら
を
戒
め
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
見
れ
ば
、
西
田
に
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
一
層
、
哲
学
へ
の
思
い
が
強
烈
に
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
こ
こ
で
と
く
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
明
治
三
十
六
年
八
月
三
日
、
当
時
ひ
た
す
ら
禅
に
打
ち
込
ん
で
い
た
西
田
が
京
都
の
大
徳
寺
孤
蓬
庵
で
、『
無
門
関
』
第
一
則
「
趙
州
無
字
」
の
公
案
を
透
過
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
日
の
日
記
に
は
「
余
甚
た
悦
は
す
」
（
同
巻
・
一
二
八
、
旧
版
同
巻
・
一
一
九
）
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
前
年
の
十
月
二
十
七
日
、
西
田
は
鈴
木
大
拙
に
宛
て
て
「
和
尚
公
案
を
許
し
た
り
と
て
自
分
に
て
不
満
足
な
れ
は
何
の
功
も
な
し　
余
は
今
の
禅
学
者
が
余
輩
な
ど
の
如
き
下
根
の
者
と
違
ひ
ド
ン
〳
〵
公
案
を
透
過
し
参
玄
の
上
士
を
以
て
居
る
人
を
見
れ
と
も
、
と
う
も
日
常
の
行
事
や
言
語
の
上
に
於
て
甚
感
服
せ
す
」（
十
九
・
六
四
、
旧
版
十
八
・
六
〇
～
六
一
）
と
も
書
き
記
し
て
い
た
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
西
田
が
傾
倒
し
て
い
た
禅
門
は
、
臨
済
・
白
隠
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
禅
法
は
古
則
公
案
の
拈
提
を
通
し
て
見
性
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
そ
の
禅
門
は
遡
れ
ば
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
に
淵
源
を
も
つ
洪
州
禅
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
質
は
日
常
茶
飯
の
具
体
的
現
実
に
仏
性
の
全
体
作
用
を
見
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。『
馬
祖
語
録
』
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
	
　
一
切
の
衆
生
は
、
無
量
劫
従
り
来この
か
た
、
法
性
三
昧
を
出
で
ず
、
長つね
に
法
性
三
昧
の
中
に
在
り
て
著
衣
喫
飯
、
言
談
祗
対
す
。
六
根
の
運
用
、
一
切
の
施
為
は
、
尽
く
是
れ
法
性
な
り
１	
。
	
　
道
は
修
す
る
を
用
い
ず
、・
・
・
平
常
心
是
れ
道
な
り
。
何
を
か
平
常
心
と
謂
う
。
造
作
無
く
、
是
非
無
く
、
取
捨
無
く
、
断
常
無
く
、
凡
無
く
聖
無
し
。
只
だ
如
今
の
行
住
坐
臥
、
応
機
接
物
、
尽
く
是
れ
道
な
り
。
道
は
即
ち
是
れ
法
界
な
り
２	
。
臨
済
（
？
～
八
六
六
）
の
「
一
無
位
の
真
人
」
は
こ
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
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心
法
は
形
無
く
し
て
、
十
方
に
通
貫
す
。
眼まなこに
在
っ
て
は
見けん
と
曰い
い
、
耳
に
在
っ
て
は
聞もん
と
曰
い
、
鼻
に
在
っ
て
は
香か
を
齅か
ぎ
、
口
に
在
っ
て
は
談
論
し
、
手
に
在
っ
て
は
執しっ
そ
く捉
し
、
足
に
在
っ
て
は
運うん
ぽ
ん奔
す
。（『
臨
済
録
』「
示
衆
一
」
３	
）
	
　
仏
法
は
用ゆう
功こう
の
処
無
し
。
祇た
だ
是
れ
平
び
ょ
う
じ
ょ
う常
無ぶ
じ事
、
屙あ
し屎
送そう
尿にょ
う、
著じゃ
く
え衣
喫きっ
飯ぱん
、
困つか
れ
来
た
れ
ば
即
ち
臥ふ
す
。（
同
、「
示
衆
四
」
４	
）。
　
と
こ
ろ
が
、
西
田
は
そ
う
し
た
禅
に
は
、
ど
こ
か
飽
き
足
り
な
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
「
見
性
」
を
も
と
め
て
真
摯
に
禅
に
打
ち
込
み
は
し
た
も
の
の
、
彼
に
は
こ
う
し
た
「
即
心
即
仏
」
を
標
榜
す
る
禅
門
に
欠
落
し
て
い
る
「
超
越
的
な
も
の
」
へ
の
志
向
が
根
強
く
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
洪
州
系
の
禅
は
、
云
う
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
〈
超
越
的
他
者
〉
を
撥
無
し
、
自
他
不
二
の
「
覚
」
の
一
元
論
に
帰
着
す
る
経
験
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
公
案
の
拈
提
に
よ
っ
て
大
疑
団
に
陥
り
、
大
死
一
番
、
絶
後
に
蘇
っ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
大
抵
の
場
合
は
欣
喜
雀
躍
す
る
で
あ
ろ
う
し
、「
殺
仏
殺
祖
」、
徹
底
し
た
「
無
神
論
」
の
立
場
を
全
う
し
て
、
も
は
や
〈
超
越
的
他
者
〉
の
問
題
な
ど
、
胸
間
に
掛
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
　
二
、〈
超
越
的
一
〉
へ
の
志
向
と
無
の
体
用
論
　
明
治
三
十
八
年
三
月
八
日
付
け
山
本
良
吉
宛
書
簡
に
於
い
て
、
西
田
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
倫
理
の
書
も
講
義
の
必
要
上
あ
り
ふ
れ
た
る
有
名
な
る
者
は
一
通
讀
み
た
り
。
併
し
ど
う
も
余
は
メ
タ
フ
ィ
ヂ
ッ
ク
ス
よ
り
せ
ざ
れ
ば
充
分
な
る
満
足
を
得
ず
。
近
頃
は
又
哲
學
史
、
知
識
論
の
研
究
を
始
め
た
る
な
り
。
倫
理
學
に
は
必
し
も
此
の
如
き
研
究
を
要
せ
ざ
る
べ
し
。
而
も
余
は
ど
う
も
m
etaphysical	doubt
を
脱
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。」（
十
九
・
七
四
、
旧
版
十
八
・
六
六
）
要
す
る
に
、
西
田
に
は
自
己
を
超
え
た
も
の
、
超
越
的
な
も
の
へ
の
形
而
上
学
的
志
向
が
根
強
く
あ
っ
て
、
当
然
、
禅
に
於
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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明
治
四
十
四
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
善
の
研
究
』
を
一
貫
す
る
基
本
概
念
は
「
純
粋
経
験
」
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
未
だ
主
も
な
く
客
も
な
い
、
知
識
と
其
対
象
と
が
全
く
合
一
し
て
居
る
」（
一
・
九
、
旧
版
一
・
九
）
最
も
直
接
的
な
主
客
未
分
の
現
在
意
識
で
あ
る
。
し
か
し
西
田
が
問
題
に
し
た
か
っ
た
の
は
、
ま
ず
そ
う
し
た
直
接
経
験
に
こ
そ
見
ら
れ
る
意
識
の
統
一
0
0
、
知
情
意
の
統
一
0
0
で
あ
り
、
次
に
そ
の
超
越
的
特
性
0
0
0
0
0
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
物
我
相
忘
じ
、
物
が
我
を
動
か
す
の
で
も
な
く
、
我
が
物
を
動
か
す
の
で
も
な
い
、
た
ゞ
一
の
世
界
、
一
の
光
景
あ
る
の
み
」（
一
・
三
五
、
旧
版
一
・
四
三
）
と
云
わ
れ
る
場
合
の
「
一
」
の
体
系
、
そ
し
て
そ
の
体
系
的
発
展
で
あ
り
、「
純
粋
経
験
は
個
人
の
上
に
超
越
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
あ
っ
て
経
験
あ
る
の
で
は
な
く
、
経
験
あ
っ
て
個
人
あ
る
の
で
あ
る
」（
同
巻
・
二
三
～
二
四
、
旧
版
同
巻
・
二
八
）
と
云
わ
れ
る
よ
う
な
、
純
粋
経
験
の
も
つ
超
越
的
性
格
0
0
0
0
0
で
あ
る
。
　
本
書
全
体
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
表
れ
る
の
は
「
統
一
」「
統
一
力
」「
統
一
的
或
者
」「
一
般
的
な
る
も
の
」
と
い
っ
た
語
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
「
理
」
と
い
う
語
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
人
は
皆
宇
宙
に
不
変
の
理
な
る
者
あ
っ
て
、
萬
物
は
之
に
由
り
て
成
立
す
る
と
信
じ
て
居
る
。
此
理
と
は
萬
物
の
統
一
力
で
あ
つ
て
兼
ね
て
又
意
識
内
面
の
統
一
力
で
あ
る
、
理
は
物
や
心
に
由
つ
て
所
持
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
理
が
物
心
を
成
立
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。」（
同
巻
・
六
一
、
旧
版
同
巻
・
七
四
～
七
五
）「
客
観
的
世
界
の
統
一
力
と
主
観
的
意
識
の
統
一
力
と
は
同
一
で
あ
る
、
即
ち
所
謂
客
観
的
世
界
も
意
識
も
同
一
の
理
に
由
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
故
に
人
は
自
己
の
中
に
あ
る
理
に
由
つ
て
宇
宙
成
立
の
原
理
を
理
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」（
同
巻
・
六
二
、
旧
版
同
巻
・
七
六
）
こ
の
よ
う
に
西
田
は
「
理
」
を
主
観
・
客
観
の
根
底
に
潜
む
一
般
的
な
る
も
の
、
統
一
的
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
は
「
個
体
的
実
現
の
背
後
に
於
け
る
潜
勢
力
」
で
あ
り
、「
個
体
の
中
に
あ
り
て
之
を
発
展
せ
し
む
る
力
で
あ
る
」（
同
巻
・
二
二
、
旧
版
同
巻
・
二
六
）
と
云
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
西
田
は
個
人
の
内
に
は
た
ら
く
統
一
力
が
超
個
人
的
な
も
の
0
0
0
0
0
0
0
に
由
来
す
る
こ
と
を
論
じ
よ
う
と
す
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
超
越
的
一
な
る
「
理
」
と
そ
の
起
動
展
開
と
い
っ
た
〈
本
体
論
的
一
元
論
〉
は
後
述
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
体
用
論
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
無
念
の
体
上
に
本
知
有
り
」
と
す
る
荷かた
く沢
神じん
ね会
（
六
七
〇
～
七
六
二
）、
そ
し
て
そ
の
系
譜
を
ひ
き
、「
知
之
一
字
衆
妙
之
門
」
と
唱
え
る
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
、
い
わ
ゆ
る
荷
沢
宗
の
禅
門
に
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
中
国
の
仏
教
は
般
若
の
空
を
縁
起
と
看
做
す
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
そ
の
逸
脱
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
そ
の
屈
折
し
た
理
解
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
、
老
荘
の
無
の
哲
学
を
強
調
し
た
魏
晋
時
代
の
「
玄
学
」
で
あ
る
。
玄
学
は
イ
ン
ド
の
般
若
思
想
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
形
而
上
学
の
思
索
と
実
践
の
工
夫
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
う
し
た
中
国
的
な
仏
教
思
想
、
謂
う
と
こ
ろ
の
「
格
義
仏
教
」
の
最
も
基
本
的
な
概
念
を
、
僧
肇
（
三
七
四
～
四
一
四
）
に
お
け
る
「
体たい
ゆ
う用
」
の
論
理
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
彼
は
、
体
用
概
念
を
「
寂
」
と
「
用
」
の
対
概
念
で
捉
え
、「
即
用
即
寂
」
と
し
て
理
解
す
る
。「
体
用
」
と
い
う
の
は
、
超
越
的
一
な
る
本
体
と
そ
れ
が
そ
の
超
越
性
を
維
持
し
つ
つ
起
動
展
開
し
て
ゆ
く
は
た
ら
き
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
超
越
と
い
っ
て
も
、
そ
の
〈
一
な
る
も
の
〉
は
起
動
展
開
す
る
現
象
の
外
に
静
止
し
た
実
在
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
現
象
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
僧
肇
は
イ
ン
ド
的
な
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
瞑
想
を
「
天
地
我
と
同
根
、
万
物
我
と
一
体
」
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
老
荘
的
な
境
涯
と
し
て
捉
え
直
し
、
彼
の
「
肇
論
」
全
体
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
的
な
涅
槃
や
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
の
内
容
が
、
老
荘
的
な
「
無
」
に
す
り
か
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
要
す
る
に
、
中
国
的
に
主
体
的
な
〈
無
の
体
用
論
〉、
も
し
く
は
無
の
本
体
論
的
一
元
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
主
体
的
な
無
は
、
無
と
い
っ
て
も
主
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
つ
ね
に
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
本
体
と
し
て
の
無
が
、
つ
ね
に
有
の
世
界
に
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〈
体
〉
と
〈
用
〉
は
不
一
不
異
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
絶
対
的
な
一
者
の
生
成
発
展
、「
統
一
的
或
者
の
自
発
自
展
」
と
い
っ
た
本
体
論
的
一
元
論
の
形
而
上
学
へ
と
発
展
す
る
。
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三
、『
大
乗
起
信
論
』
と
初
期
禅
宗 
─
神
会
に
於
け
る
〈
本
知
〉
の
立
場
─
　
こ
の
〈
無
の
体
用
論
〉
は
、
六
世
紀
、
六
朝
末
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
出
現
に
至
っ
て
、
真
如
の
体
・
相
・
用
と
い
う
三
大
の
論
理
構
造
と
し
て
、
一
層
鮮
明
な
か
た
ち
で
論
述
さ
れ
る
。
唐
代
の
華
厳
の
哲
学
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
現
象
世
界
の
根
源
に
あ
る
超
越
的
一
者
と
考
え
、
現
象
を
そ
の
起
動
と
解
し
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
形
而
上
学
的
な
理
解
の
う
え
に
、
や
が
て
中
国
禅
宗
が
形
成
さ
れ
る
。
　
『
起
信
論
』
は
い
わ
ゆ
る
如
来
蔵
思
想
を
「
真
如
随
縁
」
と
い
う
か
た
ち
で
捉
え
、
そ
の
体
・
用
の
関
係
を
水
と
波
の
比
喩
で
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
体
用
と
は
因
果
に
対
し
て
い
う
言
葉
で
あ
り
、
水
波
の
比
喩
で
説
明
す
れ
ば
、
因
果
の
関
係
が
風
と
波
と
の
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
、
体
用
の
関
係
は
水
と
波
と
の
関
係
を
い
う
。
体
と
は
根
本
的
な
も
の
、
自
性
的
な
も
の
、
用
と
は
派
生
的
な
も
の
、
そ
の
は
た
ら
き
を
意
味
し
、
本
体
と
そ
の
0
0
作
用
、
実
体
と
そ
の
0
0
現
象
の
関
係
を
い
う
。
因
果
の
関
係
は
い
わ
ゆ
る
因
果
別
体
、
つ
ま
り
因
と
果
は
互
い
に
別
個
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
体
用
の
関
係
は
殆
ど
「
体
用
一
致
」
と
か
「
体
即
用
、
用
即
体
」
と
論
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
水
と
波
と
が
別
物
で
は
な
い
よ
う
に
、
体
と
用
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
水
が
大
波
小
波
い
か
よ
う
の
波
の
姿
を
と
ろ
う
と
も
、
水
の
本
体
（
湿
）
は
つ
ね
に
す
べ
て
の
波
の
形
状
を
超
え
て
0
0
0
、
水
そ
の
も
の
の
自
己
同
一
性
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
体
は
あ
ら
ゆ
る
用
を
一
貫
す
る
「
統
一
的
或
者
」
と
し
て
自
己
同
一
性
を
堅
持
し
て
お
り
、
体
は
本
体
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
も
超
越
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
体
用
の
論
理
は
「
内
在
的
超
越
」
の
論
理
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
超
越
的
な
も
の
が
そ
の
本
体
的
な
自
己
同
一
性
を
保
ち
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
（
は
た
ら
き
）
と
し
て
自
己
展
開
し
て
ゆ
き
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
な
か
に
内
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
禅
に
於
け
る
『
起
信
論
』
の
理
解
は
、
そ
の
本
覚
思
想
が
神
秀
（
六
〇
六
～
七
〇
六
）
を
初
め
と
す
る
初
期
禅
宗
の
北
宗
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
の
だ
が
、
次
第
に
実
体
論
的
な
も
の
に
傾
い
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
北
宗
よ
り
南
宗
の
禅
に
至
っ
て
さ
ら
に
強
め
ら
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。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
僧
肇
と
同
じ
中
国
独
自
な
形
而
上
学
的
主
体
の
根
強
い
関
心
が
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
初
期
禅
宗
の
人
々
が
、
彼
ら
の
実
践
を
そ
う
し
た
『
起
信
論
』
の
真
如
思
想
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
た
こ
と
は
、
後
の
禅
思
想
の
発
展
に
決
定
的
な
方
向
を
与
え
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
５	
。
　
北
宗
禅
の
代
表
者
と
見
ら
れ
る
神
秀
の
、
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
『
大
乗
無
生
方
便
門
』
は
、『
大
乗
起
信
論
』
よ
り
『
華
厳
経
』
に
い
た
る
五
つ
の
大
乗
経
典
に
よ
っ
て
、
形
而
上
学
的
な
一
心
の
体
系
づ
け
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
う
し
た
一
心
の
実
践
を
簡
潔
に
説
い
た
『
観
心
論
』
の
内
容
は
、
そ
の
殆
ど
が
『
起
信
論
』
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
会
は
、
こ
う
し
た
北
宗
禅
の
立
場
を
「
凝
心
入
定
・
住
心
看
浄
・
起
心
外
照
・
摂
心
内
證
」（『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』）、
す
な
わ
ち
、
心
を
凝
ら
し
て
禅
定
に
入
り
、
心
を
一
心
に
集
中
し
て
清
浄
を
観
じ
、
そ
の
無
執
着
な
る
心
を
起
こ
し
て
外
界
を
統
一
し
、
心
の
は
た
ら
き
を
内
に
沈
潜
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
解
し
、
そ
の
漸
修
的
・
瞑
想
的
方
便
が
も
つ
特
質
を
批
判
す
る
６	
。
神
会
に
と
っ
て
、
仏
教
の
根
幹
は
、
そ
う
し
た
瞑
想
や
精
神
集
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
無
念
」
の
根
底
に
あ
る
自
覚
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
「
本
知
」
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
頓
悟
見
性
」
を
提
唱
す
る
。
　
神
会
の
立
場
は
、
宗
密
の
言
葉
を
以
っ
て
す
れ
ば
「
無
住
体
上
自
有
本
智
」（『
円
覚
経
大
疏
鈔
』
巻
二
之
下
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
に
神
会
の
禅
を
受
け
た
華
厳
の
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
が
、
ま
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
順
宗
に
仏
教
の
本
質
を
問
わ
れ
た
際
に
答
え
た
句
、「
無
住
心
体
霊
知
不
昧
」〔
澄
観
『
心
要
』〔
答
順
宗
心
要
法
門
〕
７	
）
に
つ
な
が
り
、
更
に
は
澄
観
の
弟
子
で
あ
っ
た
宗
密
の
「
知
之
一
字
衆
妙
之
門
」
も
こ
れ
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
神
会
の
本
知
は
、『
起
信
論
』
に
云
う
「
本
覚
」
の
立
場
を
深
め
、
拡
充
し
て
、
北
宗
禅
が
も
っ
て
い
た
漸
修
的
行
道
の
限
界
を
突
き
破
り
、「
頓
悟
」
に
も
と
づ
く
人
間
の
根
源
的
主
体
性
に
帰
入
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
や
が
て
洪
州
系
の
馬
祖
や
臨
済
ら
の
徹
底
し
た
現
実
的
人
間
主
義
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、
神
会
の
南
宗
は
、
そ
の
思
想
内
容
か
ら
云
え
ば
、
北
宗
に
対
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決
す
る
と
い
う
よ
り
、「
無
念
の
体
上
に
本
知
あ
り
」
と
云
わ
れ
る
如
く
、
達
磨
の
壁
観
の
背
後
に
潜
ん
で
い
た
「
知
（
＝
見
）」
を
表
に
際
立
た
せ
、
更
に
、
も
と
も
と
北
宗
の
背
後
に
あ
っ
た
華
厳
の
哲
学
を
よ
り
一
層
徹
底
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
云
う
な
れ
ば
、
神
会
の
謂
う
「
本
知
」
の
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
「
頓
悟
見
性
」
と
は
、
そ
れ
み
ず
か
ら
0
0
0
0
0
0
知
り
、
そ
れ
み
ず
か
ら
0
0
0
0
0
0
見
る
こ
と
、
自
性
を
徹
見
す
る
こ
と
、
自
性
が
自
性
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　
四
、
常
明
自
照
せ
る
鏡 
─
神
会
・
宗
密
・
洞
山
─
　
神
会
は
そ
う
し
た
根
本
知
を
「
明
鏡
」
に
喩
え
る
。
禅
定
の
境
地
を
鏡
に
喩
え
る
発
想
は
古
く
か
ら
あ
る
。
と
く
に
唯
識
学
派
の
「
大
円
鏡
智
」
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
華
厳
学
派
の
「
海
印
三
昧
」
も
大
海
を
鏡
と
す
る
点
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
『
六
祖
壇
経
』
で
、
心
を
明
鏡
台
に
な
ぞ
ら
え
、
塵
挨
を
払
拭
す
べ
く
努
力
せ
よ
と
主
張
す
る
神
秀
と
、「
明
鏡
は
台
に
非
ず
、
本
来
無
一
物
」
と
断
言
し
て
憚
ら
な
い
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）
と
の
間
の
や
り
取
り
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
神
会
の
独
創
は
、
一
言
で
云
え
ば
、
も
の
を
映
さ
ぬ
と
き
の
鏡
こ
そ
、
鏡
本
来
の
優
れ
た
は
た
ら
き
を
発
揮
す
る
（「
萬
像
不
現
其
中
、
此
将
為
妙
」）、
と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
。『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
・
劉
澄
集
』
第
八
節
に
、
神
会
と
張
燕
公
（
六
六
七
～
七
三
〇
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。
	
張
燕
公
問
、
禅
師
（
神
会
）
日
常
無
念
ノ
法
ヲ
説
キ
、
人
ニ
勧
メ
テ
修
学
セ
シ
ム
、
未イブ
カ
シ審
、
無
念
ノ
法
有
カ
無
カ
。
	
答
曰
、
無
念
ノ
法
ハ
有
卜
言
ハ
ズ
、
無
卜
言
ハ
ズ
。
	
問
、
何
ガ
故
ニ
無
念
有
ト
モ
無
ト
モ
言
ハ
ザ
ル
カ
。
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答
、
若
シ
其
レ
有
ナ
リ
ト
言
フ
モ
、
即
チ
世
ノ
有
ト
ハ
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
若
シ
其
レ
無
卜
言
フ
モ
、
世
ノ
無
ニ
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
是
ヲ
以
テ
無
念
ハ
有
ニ
モ
無
ニ
モ
同
ゼ
ズ
。
	
問
、
喚
ンん
でデ
是ナ
ニ
モ
ノ
沒
物
卜
作ナ
サ
ン
カ
。
	
答
、
喚
ン
デ
物
ナ
ニ
モ
ノト
モ
作
サ
ズ
。
	
問
、
異
沒
時
作
物
生
〔
ソ
ン
ナ
ラ　
（
ソ
レ
ハ
）　
ナ
ン
ダ
〕
	
答
、
不
作
物
生
〔
ナ
ニ
モ
ノ
デ
モ
ナ
イ
〕。
是
ヲ
以
テ
無
念
説
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
今
言
説
ス
ル
ノ
ハ
、
問
ニ
対
セ
ン
ガ
為
ノ
故
ナ
リ
。
	
若
シ
問
ニ
対
セ
ズ
ン
バ
、
終
ニ
言
説
ス
ル
ト
コ
ロ
無
カ
ラ
ン
。
譬
ヘ
バ
明
鏡
ノ
如
シ
。
若
シ
像
ニ
対
セ
ズ
ン
バ
、
鏡
中
終
ニ
像
ヲ
現
ゼ
ズ
。
爾イ
マ今
現
像
卜
言
フ
ハ
、
物
ニ
対
ス
ル
ガ
為
ノ
故
ナ
リ
。
所ユ
エ以
ニ
像
ヲ
現
ス
。
	
問
曰
、
若
シ
像
ニ
対
セ
ザ
レ
バ
、
照
力
不
照
カ
。
	
答
曰
、
今
対
シ
テ
照
ス
ト
言
フ
ハ
、
対
ト
不
対
ト
ヲ
言
ハ
ズ
、
倶
ニ
常
ニ
照
ス
ナ
リ
。
	
問
、
既
ニ
形
像
無
ク
、
復
タ
言
説
無
ク
、
一
切
ノ
有
無
、
皆
立
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
シ
テ
、
今
照
ラ
ス
ト
言
フ
ハ
、
復
タ
是
レ
何
ノ
照
ゾ
。
	
答
曰
、
今
照
卜
言
フ
ハ
、
鏡
ハ
明
ナ
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
ニ
、
此
ノ
性
有
り
。
若
シ
衆
生
心
浄
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
自
然
ニ
大
智
慧
光
有
リ
テ
、
無
餘
世
界
ヲ
照
ス
。
	
問
、
既
ニ
若
シ
此
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
、
作ナン
ト
シ
テ
カ
沒
生
時
得
ン
。
	
答
、
但
々
無
ヲ
見
ル
。
	
問
、
既
ニ
無
ナ
リ
、
是ナ
ニ沒
ヲ
カ
見
ル
。
	
答
、
見
ル
ト
雖イヘドモ
、
喚
ン
デ
是ナニ
モ
ノ物
ト
モ
作ナ
サ
ズ
。
	
問
、
既
ニ
喚
ン
デ
是
物
ト
モ
作
サ
ザ
レ
バ
、
何
ヲ
カ
名
ヅ
ケ
テ
見
ト
為
ス
。
	
答
曰
、
見
テ
物
無
キ
、
即
チ
是
レ
真
見
ナ
リ
、
常
見
ナ
リ
。	
（『
神
会
録
』
第
八
節
８	
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
鏡
そ
の
も
の
が
具
え
て
い
る
「
常
照
」、
つ
ま
り
物
を
映
す
映
さ
ぬ
に
か
か
わ
り
な
く
、
常
に
そ
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れ
自
ら
で
照
り
輝
い
て
い
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。
敷
衍
し
て
云
え
ば
、
宗
密
も
『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』（
二
一
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
	
真
心
の
本
体
に
二
種
の
用
有
り
、
一
に
は
自
性
の
本
用
、
二
に
は
随
縁
の
応
用
な
り
。
猶
お
銅
鏡
の
如
し
、
銅
の
質
は
是
れ
自
性
の
体
、
銅
の
明
は
是
れ
自
性
の
用
な
り
。
明
の
現
ず
る
所
の
影
は
、
是
れ
随
縁
の
応
用
な
り
。
影
は
即
ち
縁
に
対
し
て
方
に
現
わ
る
、
現
わ
る
に
千
差
有
る
も
、
明
は
即
ち
自
性
に
し
て
常
に
明
な
り
。
明
は
唯
だ
一
味
の
み
な
り
、
以
て
心
の
常
に
寂
な
る
は
是
れ
自
性
の
体
、
心
の
常
に
知
な
る
は
是
れ
自
性
の
用
、
此
れ
能
く
語
言
し
能
く
分
別
し
動
作
す
る
等
は
、
是
れ
随
縁
の
応
用
な
る
に
喩
う
。
今
ま
洪
州
の
能
く
語
言
す
る
等
を
指
示
す
る
は
、
但
だ
是
れ
随
縁
の
用
な
る
の
み
に
し
て
、
自
性
の
用
を
闕
く
も
の
な
り
９	
。
も
っ
ば
ら
対
象
的
な
も
の
に
関
わ
る
「
随
縁
ノ
応
用
」
と
は
区
別
さ
れ
た
「
自
性
ノ
本
用
」、
云
い
換
え
れ
ば
、
真
如
そ
の
も
の
の
性
起
0
0
の
は
た
ら
き
が
こ
こ
で
は
見
事
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。
　
か
く
し
て
、
神
会
の
本
知
の
特
色
を
更
に
徹
底
せ
し
め
て
、
こ
れ
を
自
性
の
用
と
し
、
対
象
的
な
随
縁
の
用
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
と
華
厳
の
哲
学
を
総
合
し
よ
う
と
し
た
宗
密
は
、
自
ら
荷
沢
神
会
の
南
宗
を
正
系
と
し
、
馬
祖
の
禅
が
そ
の
傍
系
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
そ
う
し
た
自
性
の
本
用
と
随
縁
の
応
用
と
の
区
別
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、｢
銅
鏡｣
の
如
き
照
体
独
立
せ
る
「
自
性
常
明
」
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
形
而
上
学
的
特
質
が
看
取
さ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、「
鏡
」
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
話
が
あ
る
。「
過
水
の
偈
」
で
夙
に
知
ら
れ
る
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六
九
）
の
『
宝
鏡
三
昧
10
』
で
あ
る
。
	
如
臨
宝
鏡　
　
形
影
相
覩　
　
　
　
　
　
宝
鏡
に
臨
ん
で　
影
形
相
覩
る
が
如
し
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汝
不
是
渠　
　
渠
正
是
汝　
　
　
　
　
　
汝
是
渠かれ
に
あ
ら
ず　
渠
正
に
是
れ
汝
「
汝
不
是
渠
、
渠
正
是
汝
」
と
い
う
の
は
、
鏡
に
臨
ん
で
い
る
自
己
（
渠
）
と
、
鏡
の
中
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
自
己
（
汝
）
を
示
す
。
鏡
に
映
る
自
分
は
紛
れ
も
な
く
自
分
で
あ
る
。
し
か
し
ふ
と
翻
っ
て
み
れ
ば
、
今
そ
の
自
分
を
見
て
い
る
自
分
こ
そ
自
分
な
の
で
は
な
い
か
、
鏡
中
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
自
分
を
通
し
て
、
そ
れ
を
ま
さ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
と
し
て
覚
知
し
て
い
る
も
う
一
人
の
自
分
、
そ
れ
こ
そ
本
来
の
自
己
自
身
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
鏡
に
映
し
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
鏡
に
映
っ
て
い
る
い
な
い
に
拘
ら
ず
常
に
あ
り
ど
お
し
で
あ
っ
た
自
己
、
鏡
中
の
自
己
を
自
己
と
し
て
見
な
が
ら
も
、
そ
れ
自
身
は
決
し
て
見
ら
れ
る
対
象
と
は
な
ら
な
い
、
い
つ
も
そ
の
手
前
に
あ
る
、
要
す
る
に
反
省
以
前
、
対
象
化
以
前
の
と
こ
ろ
で
い
つ
も
あ
り
ど
お
し
の
「
本
来
の
面
目
」、
鏡
に
映
る
自
己
の
目
を
通
し
て
は
じ
め
て
そ
れ
に
は
っ
と
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
云
う
な
れ
ば
自
己
が
自
己
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
自
己
同
一
へ
の
気
付
き
が
反
省
以
前
の
現
場
で
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
も
う
少
し
敷
衍
し
て
云
え
ば
、
こ
の
『
宝
鏡
三
昧
』
に
は
、
更
に
深
い
含
意
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
宝
鏡
そ
の
も
の
が
、
じ
つ
は
本
来
0
0
の
自
己
自
身
に
ほ
か
な
ら
ぬ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鏡
と
い
う
譬
え
か
ら
し
て
、
鏡
を
実
体
視
し
や
す
い
が
、
宝
鏡
自
身
は
い
か
な
る
意
味
で
も
実
体
的
存
在
で
は
な
く
（
明
鏡
も
亦
た
台
に
非
ず
）、
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
を
あ
る
が
ま
ま
に
如
実
な
姿
で
映
現
す
る
「
無
の
場
所
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
汝
不
是
渠
、
渠
正
是
汝
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
宝
鏡
そ
の
も
の
（
渠
）
と
宝
鏡
の
中
に
映
現
し
て
い
る
自
己
（
汝
）
と
の
「
非
一
非
異
」
な
る
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
言
葉
を
換
え
て
云
え
ば
、「
自
己
を
超
え
た
も
の
」、
つ
ま
り
「
自
己
の
於
い
て
あ
る
絶
対
無
の
場
所
」
と
「
自
己
」
と
の
不
一
不
異
・
不
即
不
離
の
関
係
で
あ
る
。
今
か
り
に
、
前
者
を
「
超
個
」、
後
者
を
「
個
」
と
い
う
語
で
置
き
換
え
て
み
る
と
、
後
半
の
「
渠
正
是
汝
」
は
超
個
と
個
と
が
不
二
一
体
で
あ
り
、
個
に
お
け
る
超
個
の
「
内
在
性
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前
半
の
「
汝
不
是
渠
」
と
い
う
の
は
、
超
個
が
個
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
も
覆
蔵
的
な
も
－ 74 －
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の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
ど
こ
ま
で
も
超
越
的
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
超
個
と
個
と
は
不
可
分
・
不
可
同
で
は
あ
る
が
、
超
個
が
絶
対
的
覆
蔵
態
た
る
無
の
場
所
と
し
て
常
に
既
に
0
0
0
0
個
に
先
ん
じ
て
い
る
0
0
0
0
0
0
絶
対
的
直
接
性
と
し
て
あ
る
限
り
、
そ
の
不
可
同
と
い
う
こ
と
の
内
実
に
は
、
超
個
が
個
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
も
不
可
逆
的
先
行
性
0
0
0
0
0
0
0
を
も
つ
必
然
性
が
含
ま
れ
て
い
る
。
鏡
中
の
自
己
が
自
己
と
し
て
有
り
う
る
の
は
、
そ
れ
を
常
に
既
に
映
現
さ
せ
て
い
る
明
鏡
そ
の
も
の
の
照
体
独
立
せ
る
「
自
照
」
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
鏡
が
明
鏡
で
有
り
得
て
こ
そ
、
鏡
中
の
も
の
が
は
じ
め
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
宝
鏡
は
、
一
切
を
映
し
出
し
な
が
ら
、
宝
鏡
そ
れ
自
身
は
ど
こ
ま
で
も
映
さ
れ
た
も
の
に
非
ず
（
即
非
）
と
い
う
仕
方
で
絶
対
に
覆
蔵
さ
れ
た
超
越
的
な
性
格
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
持
つ
の
で
あ
る
。
云
い
換
え
れ
ば
、
宝
鏡
は
も
の
を
映
現
す
る
と
と
も
に
、
し
か
も
そ
の
都
度
そ
れ
に
先
立
っ
て
自
己
自
身
の
中
へ
と
絶
え
ず
翻
り
蔵
身
0
0
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
自
己
遡
及
的
自
覚
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
性
が
自
性
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
因
み
に
、
神
会
や
宗
密
が
強
調
す
る
「
知
」
は
そ
う
し
た
構
造
を
も
つ
の
で
あ
り
、
延
い
て
は
西
田
の
云
う
「
対
象
論
理
的
見
方
と
は
逆
の
見
方
」
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
五
、
宗
密
に
よ
る
洪
州
禅
批
判
　
さ
て
、
宗
密
は
当
時
隆
盛
の
一
途
を
た
ど
る
洪
州
宗
に
対
し
て
、
荷
沢
宗
の
優
位
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
宗
密
は
『
禅
門
師
資
承
襲
図
』
の
な
か
で
、
二
宗
の
優
劣
を
決
め
る
た
め
、『
起
信
論
』
の
不
変
と
随
縁
の
思
想
、
お
よ
び
頓
悟
と
漸
悟
の
二
門
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
二
宗
の
相
違
点
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
我
々
の
言
動
の
す
べ
て
を
仏
性
の
顕
わ
れ
と
見
る
洪
州
宗
の
考
え
方
を
検
討
す
る
。
宗
密
は
荷
沢
宗
と
洪
州
宗
と
の
相
違
を
三
つ
の
観
点
か
ら
解
明
す
る
。
ま
ず
第
一
に
自
性
の
本
用
と
、
随
縁
の
応
用
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
洪
州
宗
は
も
っ
ぱ
ら
随
縁
の
応
用
し
か
説
か
ず
、
自
性
の
本
用
を
欠
く
の
に
対
し
、
荷
沢
宗
は
自
性
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の
本
用
を
こ
そ
強
調
す
る
と
云
う
。
自
性
の
本
用
と
は
荷
沢
宗
の
「
空
寂
の
知
」
を
謂
い
、
随
縁
の
応
用
と
は
、
日
常
茶
飯
の
一
切
の
所
作
に
お
け
る
仏
性
の
全
体
作
用
を
謂
う
。
第
二
に
比
量
（
推
論
）
と
現
量
（
直
接
知
覚
）
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
洪
州
宗
は
比
量
の
み
に
よ
っ
て
仏
性
を
推
知
す
る
に
留
ま
る
に
過
ぎ
ず
、
荷
沢
宗
は
仏
性
を
現
量
に
よ
っ
て
直
覚
す
る
と
云
う
。
第
三
に
頓
悟
と
漸
修
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
洪
州
宗
は
す
べ
て
の
煩
悩
を
も
仏
性
の
全
体
作
用
と
見
る
た
め
修
行
の
必
要
性
が
な
く
な
り
、
漸
修
を
認
め
な
い
の
に
対
し
て
、
荷
沢
宗
は
あ
く
ま
で
頓
悟
漸
修
を
強
調
し
、
修
行
の
必
要
性
を
説
く
、
と
云
う
。
宗
密
は
こ
の
三
点
か
ら
見
て
洪
州
宗
よ
り
荷
沢
宗
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
11	
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
洪
州
禅
を
批
判
す
る
。
	
洪
州
の
意
は
、
心
を
起
す
も
念
を
動
ず
る
も
、
指
を
弾
ず
る
も
目
を
動
か
す
も
、
所
作
も
所
為
も
、
皆
な
是
れ
仏
性
の
全
体
の
用ゆう
に
し
て
、
更
に
別
の
用
無
し
、
全
体
の
貪とん
じ
ん
ち
嗔
癡
も
、
善
を
造
り
悪
を
造
る
も
、
楽
を
受
け
苦
を
受
く
る
も
、
此
れ
は
皆
な
是
れ
仏
性
な
り
と
す
。
麪めん
の
種
種
の
飲
食
と
作
る
も
、
一
一
皆
な
麪
な
る
が
如
し
12	
。
麪
は
麦
の
粉
を
意
味
す
る
。
麦
粉
を
材
料
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
物
を
作
る
が
、
材
料
で
あ
る
麦
粉
に
か
わ
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
続
け
て
云
う
、
	
仏
性
は
体
に
し
て
一
切
の
差
別
せ
る
種
種
な
る
も
の
に
非
ざ
る
も
、
而
も
能
く
一
切
の
差
別
せ
る
種
種
な
る
も
の
を
造
作
す
13	
。
つ
ま
り
仏
性
は
す
べ
て
の
差
別
と
は
別
な
も
の
で
、
絶
対
否
定
の
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
面
を
持
つ
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
差
別
相
に
内
在
し
、
そ
れ
を
動
か
す
根
源
と
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
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能
く
種
種
の
も
の
を
作
る
と
は
、
此
の
性
は
体
に
即
す
る
用
な
る
が
故
に
、
能
く
凡
た
り
能
く
聖
た
り
、
能
く
因
た
り
能
く
根
た
り
、
能
く
善
た
り
能
く
悪
た
り
、
色
を
現
じ
相
を
現
じ
、
能
く
仏
た
り
能
く
衆
生
た
り
、
乃
至
能
く
貪
嗔
等
た
る
を
謂
う
。
若
し
其
の
体
性
を
覈かく
す
る
と
き
は
、
則
ち
畢
竟
し
て
見
る
べ
か
ら
ず
、
証
す
べ
か
ら
ず
、
眼
の
自
ら
眼
を
見
ざ
る
等
の
如
し
。
若
し
其
の
応
用
に
就つ
か
ば
、
即
ち
挙
動
運
為
、
一
切
皆
な
是
れ
に
し
て
、
更
に
別
の
而
も
能
証
所
証
と
為
る
も
の
無
し
14	
。
と
い
う
こ
と
に
帰
着
し
て
し
ま
う
。
　
云
う
な
れ
ば
、
宗
密
も
、
そ
し
て
、
西
田
も
、
こ
こ
で
云
わ
れ
る
「
眼
の
自
ら
眼
を
見
ざ
る
等
の
如
し
」
と
さ
れ
る
、
そ
の
自
ら
眼
を
見
な
い
と
こ
ろ
の
「
眼
」
に
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
自
身
は
ど
こ
ま
で
も
「
盲
目
な
る
眼
」
そ
の
も
の
の
「
知
」
の
は
た
ら
き
に
着
目
す
る
の
で
あ
る
。
西
田
の
い
わ
ゆ
る
「
見
る
も
の
な
く
し
て
見
る
も
の
」
も
そ
れ
へ
の
注
目
と
云
え
る
。
そ
こ
で
は
自
ら
が
自
ら
を
知
る
、
覚
が
覚
す
る
（
自
知
・
自
覚
）
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
洪
州
系
の
禅
に
は
そ
う
し
た
志
向
は
皆
無
で
あ
り
、
云
わ
ば
無
が
無
を
呑
却
し
て
、
即
刻
リ
ア
ル
な
日
常
的
現
実
の
真
只
中
で
活
撥
撥
地
に
躍
動
す
る
、
只
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
　
い
わ
ゆ
る
「
中
国
禅
」
は
、
馬
祖
道
一
の
死
（
七
八
八
年
）
後
、
お
よ
そ
九
世
紀
以
後
に
形
成
さ
れ
て
出
て
き
た
。
荷
沢
の
正
系
を
名
乗
る
宗
密
の
批
判
に
も
拘
ら
ず
、
中
国
禅
宗
の
主
流
は
、
彼
が
傍
系
と
し
て
退
け
た
洪
州
の
系
統
で
発
展
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
唐
代
の
盛
期
を
代
表
す
る
禅
門
と
な
っ
て
い
く
。
洪
州
系
の
禅
は
、「
仏
」
を
表
詮
す
る
の
に
、
洞
山
の
「
麻まさ
ん
き
ん
三
斤
」（『
無
門
関
』）
や
雲
門
の
「
乾かん
し
け
つ
屎
橛
（
棒
状
の
ま
ま
乾
燥
し
た
糞
）」（
同
）
の
語
で
以
っ
て
示
す
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
具
体
的
現
実
の
所
作
に
、
そ
の
本
質
を
置
く
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
祖
師
禅
も
し
く
は
南
宗
禅
と
い
わ
れ
る
の
が
こ
の
系
統
で
あ
る
。
明
治
期
の
青
年
た
ち
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
凜
乎
た
る
精
神
を
も
っ
て
、「
至
誠
」
を
追
求
す
べ
く
西
田
が
求
め
て
叩
い
た
禅
門
が
、
じ
つ
は
こ
う
し
た
洪
州
系
の
禅
で
あ
っ
た
の
は
皮
肉
で
あ
る
。
超
越
的
な
る
も
の
へ
の
志
向
を
強
く
も
っ
て
い
た
西
田
が
、
禅
に
打
ち
込
み
は
し
た
も
の
の
、
ど
こ
か
受
け
入
れ
が
た
か
っ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
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北
宗
よ
り
荷
沢
を
経
て
宗
密
に
完
成
す
る
初
期
の
中
国
禅
の
思
想
は
、
宗
密
に
来
た
っ
て
そ
の
限
界
を
尽
し
た
と
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
完
璧
な
ま
で
の
形
而
上
学
的
な
体
系
は
、
絶
対
知
の
哲
学
と
し
て
、
も
は
や
こ
れ
以
上
の
発
展
を
望
み
よ
う
も
な
か
っ
た
。
馬
祖
以
後
の
禅
の
特
色
は
強
烈
な
生
活
の
匂
い
で
あ
り
、
お
お
ら
か
に
開
放
的
で
あ
る
。
そ
う
し
た
革
新
的
な
時
代
の
空
気
の
中
で
、
人
々
の
心
を
大
き
く
捉
え
る
の
が
、
曹
渓
の
慧
能
を
祖
師
と
す
る
南
宗
禅
で
あ
り
、
そ
の
運
動
の
主
力
は
、
四
川
省
出
身
の
馬
祖
の
弟
子
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
江
西
の
洪
州
を
中
心
と
し
、
や
が
て
中
国
全
土
に
活
動
し
た
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
神
会
や
そ
の
正
系
を
名
乗
る
宗
密
ら
の
比
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
15	
。
　
西
田
が
禅
に
求
め
た
も
の
は
、
─
彼
自
身
そ
れ
を
殊
更
意
識
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
─
こ
れ
ま
で
一
般
に
そ
う
理
解
さ
れ
て
き
た
臨
済
系
統
の
禅
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
神
会
や
宗
密
の
「
知
」
を
重
ん
じ
る
禅
の
立
場
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
西
田
哲
学
が
も
つ
禅
的
特
質
は
、
い
わ
ゆ
る
洪
州
禅
に
み
ら
れ
る
「
平
常
心
是
道
」「
即
心
即
仏
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
即
」
の
一
元
論
に
基
づ
く
禅
で
は
な
く
、「
本
知
」
を
強
調
し
た
荷
沢
宗
の
禅
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
田
は
そ
の
「
知
」
が
も
つ
自
己
遡
及
的
な
自
覚
的
体
系
を
哲
学
的
に
論
理
化
し
た
と
云
え
よ
う
。
し
か
も
「
自
性
の
本
用
」
た
る｢
本
知｣
は
、
一
方
で
「
空
寂
の
知
」
と
も
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
身
は
、
超
越
的
覆
蔵
態
た
る
絶
対
無
に
ほ
か
な
ら
ず
、「
自
性
を
守
ら
ざ
る
真
如
」
は
、
同
時
に
0
0
0
「
任
持
自
性
」
と
い
う
超
越
的
覆
蔵
性
の
側
面
を
も
持
つ
の
で
あ
る
。
　
　
六
、「
無
念
の
体
上
に
本
知
あ
り
」
─
純
粋
経
験
・
自
覚
・
場
所
の
立
脚
点
─
　
『
善
の
研
究
』
で
説
か
れ
る
「
純
粋
経
験
」
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
経
験
が
ど
こ
ま
で
も
反
省
以
前
の
最
も
直
接
的
な
経
験
で
あ
っ
て
、
対
象
化
的
思
惟
で
以
っ
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
現
在
意
識
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
そ
れ
は
自
発
自
展
し
つ
つ
も
、
ど
こ
ま
で
も
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統
一
的
或
者
〉
と
し
て
超
越
的
一
に
留
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
純
粋
経
験
そ
の
も
の
は
主
客
未
分
の
直
接
経
験
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
無
限
に
分
化
発
展
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
も
ち
、
し
か
も
そ
の
根
底
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
統
一
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
西
田
は
純
粋
と
い
う
こ
と
を
「
意
識
の
統
一
性
」
に
見
て
取
り
、
次
の
よ
う
に
語
る
。「
純
粋
意
識
の
直
接
に
し
て
純
粋
な
る
所
以
は
、・
・
・
具
体
的
意
識
の
厳
密
な
る
統
一
に
あ
り
」（
一
・
一
一
、
旧
版
一
・
一
二
）、
そ
し
て
こ
の
「
統
一
作
用
が
は
た
ら
い
て
居
る
間
は
全
体
が
現
実
で
あ
り
純
粋
経
験
で
あ
る
」（
同
巻
・
一
三
、
旧
版
同
巻
・
一
四
）
と
。
要
す
る
に
統
一
と
は
、
い
わ
ゆ
る
未
だ
主
も
な
く
客
も
な
い
直
接
的
な
純
粋
意
識
と
い
う
意
味
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
分
化
発
展
の
進
行
の
背
後
に
あ
る
潜
在
的
統
一
作
用
0
0
0
0
0
0
0
の
運
動
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
動
的
に
多
様
な
相
に
分
か
れ
て
展
開
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
そ
れ
が
「
自
発
自
展
」
と
い
う
言
葉
が
幾
度
と
な
く
使
用
さ
れ
、
し
か
も
「
自
」
と
い
う
語
の
反
復
使
用
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
絶
え
ず
自
己
同
一
的
に
自
己
自
身
へ
と
自
己
還
帰
的
に
収
斂
し
つ
つ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
進
む
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
自
ら
を
実
現
し
て
ゆ
く
自
己
統
一
性
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
自
己
同
一
0
0
0
0
性
を
維
持
し
つ
つ
自
ら
発
展
し
て
ゆ
く
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
純
粋
経
験
に
現
在
意
識
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
西
田
の
純
粋
経
験
の
立
場
は
、
自
覚
の
体
系
へ
と
深
め
ら
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
「
場
所
」
の
立
場
に
至
り
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
考
え
を
論
理
化
す
る
端
緒
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
最
も
直
接
的
な
純
粋
経
験
と
は
、
そ
の
直
接
性
の
ゆ
え
に
、
本
体
的
な
在
り
方
を
特
質
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
無
念
の
体
上
に
本
知
あ
り
」
と
い
う
神
会
の
顰
に
倣
っ
て
云
え
ば
、
純
粋
経
験
と
は
ま
さ
に
「
無
念
の
体
」
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
は
「
本
知
」
す
な
わ
ち
〈
自
覚
〉
の
構
造
を
自
ず
か
ら
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
云
え
、
そ
の
自
覚
は
、
純
粋
経
験
が
や
が
て
そ
の
直
接
性
か
ら
脱
自
的
に
反
省
や
思
惟
へ
と
自
己
展
開
し
て
ゆ
く
そ
の
方
向
と
は
逆
の
方
向
0
0
0
0
、
つ
ま
り
そ
の
脱
自
的
に
自
己
展
開
し
て
ゆ
く
真
只
中
で
、
そ
の
都
度
、
そ
の
展
開
を
統
一
あ
る
も
の
た
ら
し
め
る
べ
く
、
自
己
遡
及
的
に
翻
っ
て
ゆ
く
自
己
還
帰
的
な
は
た
ら
き
を
意
味
し
よ
う
。
つ
ま
り
そ
れ
が
、
自
己
の
中
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に
自
己
を
映
す
自
覚
的
体
系
の
根
本
動
性
と
し
て
見
て
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
や
が
て
西
田
は
、
こ
う
し
た
自
覚
の
深
ま
り
ゆ
く
底
に
、
つ
ね
に
そ
れ
を
見
る
も
の
0
0
0
0
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
、
見
る
も
の
な
く
し
て
見
る
も
の
、
す
な
わ
ち
自
ら
無
に
し
て
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
「
絶
対
無
の
場
所
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
く
る
。
西
田
は
こ
の
無
の
場
所
を
、
自
ら
無
に
し
て
自
己
の
中
に
自
己
の
影
を
映
す
「
鏡
」
に
喩
え
て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
真
の
無
の
場
所
た
る
「
鏡
」
に
映
し
出
さ
れ
た
影
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
三
・
四
二
九
、
旧
版
四
・
二
二
六
）
　
　
七
、
自
己
返
照
す
る
〈
鏡
〉
─
西
田
哲
学
に
於
け
る
「
絶
対
無
の
場
所
」
─
　
し
か
し
、
こ
こ
で
と
く
に
留
意
し
た
い
の
は
、
西
田
自
身
随
処
で
強
調
す
る
よ
う
に
、
無
の
場
所
は
あ
く
ま
で
も
自
己
自
身
に
0
0
0
0
0
同
一
な
る
も
の
、
自
己
の
中
に
0
0
0
0
0
自
己
の
影
を
映
す
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
鏡
は
ど
こ
ま
で
も
「
自
己
自
身
を
照
ら
す
鏡
」（
同
巻
同
頁
、
旧
版
同
巻
同
頁
）
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
西
田
の
念
頭
か
ら
つ
ね
に
離
れ
な
か
っ
た
の
は
、
物
を
映
す
は
た
ら
き
の
底
に
あ
る
鏡
の
本
体
そ
の
も
の
の
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
鏡
自
身
が
も
つ
、
ま
さ
に｢
自
性
の
照｣
た
る
性
起
の
は
た
ら
き
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
西
田
は
「
自
己
自
身
を
照
ら
す
鏡
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
そ
れ
は
云
う
な
れ
ば
、
神
会
の
「
明
鏡
」
も
し
く
は
宗
密
が
「
自
性
の
本
用
」
と
し
て
喩
え
た
「
銅
鏡
」
の
「
自
性
常
明
」
に
匹
敵
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
延
い
て
は
洞
山
の
「
宝
鏡
三
昧
」
に
見
ら
れ
る
「
汝
不
是
渠
、
渠
正
是
汝
」
の
自
覚
の
構
造
と
符
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
西
田
が
最
晩
年
の
論
文
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
で
、
彼
の
場
所
的
「
逆
対
応
」
の
論
理
を
大
燈
国
師
、
宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
～
一
三
三
七
）
の
「
億
劫
相
別
れ
て
須
臾
も
離
れ
ず
、
尽
日
相
対
し
て
刹
那
も
対
せ
ず
、
こ
の
理
人
々
こ
れ
あ
り
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
で
以
っ
て
示
し
て
い
る
が
（
十
・
三
一
七
及
び
三
二
五
、
旧
版
十
一
・
三
九
九
及
び
四
〇
九
）、「
別
れ
て
離
れ
ず
、
対
し
て
対
せ
ず
」
と
い
う
「
即
非
的
自
己
同
一
」
の
論
理
が
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。
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明
鏡
は
、
映
す
も
の
が
な
く
て
も
常
に
照
り
輝
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
個
々
の
物
を
映
す
に
先
立
っ
て
、
あ
る
い
は
映
し
出
す
こ
と
と
一
つ
に
鏡
は
鏡
自
身
を
無
限
に
映
し
て
ゆ
く
は
た
ら
き
、
自
ら
何
か
を
映
そ
う
と
い
う
意
図
な
く
、
映
す
主も
の体
な
く
し
て
自
ら
を
映
し
出
す
は
た
ら
き
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
云
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
鏡
が
鏡
自
身
の
底
へ
底
へ
と
遡
源
し
つ
ゝ
、
不
断
に
自
ら
を
照
ら
し
返
し
て
ゆ
く
自
己
返
照
の
営
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
西
田
が
晩
年
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
の
場
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
何
処
ま
で
も
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
、
自
己
の
中
に
自
己
焦
点
を
有
つ
。
か
ゝ
る
動
的
焦
点
を
中
軸
と
し
て
、
何
処
ま
で
も
自
己
自
身
を
形
成
し
て
行
く
」（
同
巻
・
三
二
〇
、
旧
版
同
巻
・
四
〇
三
）
と
云
う
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
消
息
を
謂
う
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
云
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
自
己
遡
源
的
な
不
断
の
照
り
返
し
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
明
鏡
は
ど
こ
ま
で
も
明
鏡
で
あ
り
続
け
る
の
で
あ
る
。
西
田
が
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
い
う
表
現
の
う
ち
に
看
取
し
て
い
た
「
自
己
同
一
」
と
は
、
こ
う
し
た
自
己
遡
及
的
な
絶
対
的
覆
蔵
態
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
、
個
物
的
多
を
個
物
的
多
と
し
て
現
前
せ
し
め
な
が
ら
、
そ
の
不
断
の
現
前
を
可
能
に
す
る
場
と
し
て
の
全
体
的
一
は
、
全
体
的
一
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
も
絶
対
的
な
覆
蔵
態
で
あ
る
。「
一
」
の
「
一
」
自
身
へ
の
還げん
め
つ滅
、
自
己
蔵
身
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
一
」
は
「
一
」
た
り
う
る
の
で
あ
り
、「
一
即
一
」
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
即
非
的
0
0
0
自
己
同
一
」
こ
そ
、
西
田
が
謂
う
と
こ
ろ
の
「
見
る
も
の
な
く
し
て
見
る
も
の
」、「
自
ら
無
に
し
て
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
も
の
」、
す
な
わ
ち
「
絶
対
無
の
場
所
」
の
正
体
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
う
し
た
自
己
同
一
が
も
つ
絶
対
的
覆
蔵
性
は
、
そ
れ
自
身
矛
盾
を
孕
む
絶
対
的
否
定
態
と
し
て
、
あ
く
ま
で
「
絶
対
の
他
」
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
超
越
的
な
も
の
0
0
0
0
0
0
と
し
て
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
　
か
く
し
て
、
西
田
哲
学
の
特
質
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
絶
対
無
の
体
用
論
と
し
て
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
そ
の
場
合
と
く
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
体
用
の
論
理
と
云
っ
て
も
絶
え
ず
「
内
在
的
超
越
」
の
そ
の
超
越
性
が
0
0
0
0
つ
ね
に
念
頭
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
自
己
は
自
己
を
超
え
た
も
の
に
於
い
て
自
己
を
も
つ
」
と
い
う
発
想
が
若
い
頃
か
ら
彼
の
思
索
に
一
貫
し
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
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よ
う
に
、
西
田
哲
学
の
最
も
基
本
的
な
特
質
は
〈
超
越
的
な
も
の
〉
へ
の
志
向
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
要
す
る
に
西
田
に
あ
っ
て
は
、
先
述
の
ご
と
く
、
超
越
的
0
0
0
「
一
」
な
る
も
の
の
体
系
的
発
展
と
い
う
こ
と
こ
そ
彼
の
思
索
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
そ
こ
に
は
、「
本
体
」
の
そ
れ
自
身
に
於
い
て
有
り
、
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
動
く
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
運
動
、
云
い
換
え
れ
ば
超
越
的
に
一
な
る
も
の
が
ど
こ
ま
で
も
そ
の
超
越
性
を
保
持
し
つ
つ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
（
任
持
自
性
0
0
0
0
）
自
ら
を
起
動
展
開
さ
せ
て
ゆ
く
、
い
わ
ば
「
本
体
」
が
も
つ
自
己
内
還
帰
的
な
動
性
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
す
な
わ
ち
宗
密
が
謂
う
と
こ
ろ
の
「
自
性
の
本
用
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
う
し
た
自
己
同
一
が
も
つ
覆
蔵
的
超
越
性
は
、
決
し
て
そ
の
順
序
を
逆
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
論
的
順
序
を
有
し
、
そ
の
不
可
逆
的
超
越
性
0
0
0
0
0
0
0
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
西
田
の
思
想
の
独
自
性
が
あ
る
。
超
越
的
な
も
の
は
現
象
へ
と
自
ら
を
展
開
し
つ
ゝ
も
、
そ
れ
自
身
は
現
象
に
非
ず
（
即
非
）
と
い
う
仕
方
で
ど
こ
ま
で
も
超
越
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
し
ぜ
ん
そ
れ
は
自
己
覆
蔵
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
要
す
る
に
こ
の
自
己
覆
蔵
性
こ
そ
絶
対
無
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
さ
て
西
田
が
西
洋
哲
学
と
の
格
闘
を
通
じ
て
鮮
明
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
絶
対
無
の
体
用
論
で
あ
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
西
田
哲
学
は
禅
の
見
性
体
験
に
そ
の
発
想
の
源
泉
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
喧
伝
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
超
越
的
「
一
」
の
体
系
的
発
展
と
い
う
思
考
様
式
は
、
祖
師
禅
、
看
話
禅
の
発
想
で
は
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
の
如
く
西
田
哲
学
に
見
ら
れ
る
禅
の
思
想
を
、
無
反
省
に
臨
済
禅
と
同
列
に
な
ら
べ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
的
を
射
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
西
田
自
身
、
論
文
に
頻
繁
に
引
用
す
る
の
は
臨
済
系
の
、
つ
ま
り
洪
州
禅
の
語
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。「
南
泉
は
平
常
心
是
道
と
云
ひ
、
臨
済
は
仏
法
無
用
功
処
、
祇
是
平
常
無
事
、
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
来
即
臥
と
云
ふ
。
こ
れ
を
洒
脱
無
関
心
と
で
も
解
す
る
な
ら
ば
、
大
な
る
誤
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
体
作
用
的
に
、
一
歩
一
歩
血
滴
々
地
な
る
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
別
智
を
絶
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
無
分
別
と
な
る
こ
と
で
は
な
い
」（
十
・
三
三
六
、
旧
版
十
一
・
四
二
四
）
と
。
こ
こ
に
は
、
臨
済
系
の
禅
に
、「
覚
」
の
一
元
論
に
見
ら
れ
る
「
即
」
の
論
理
な
ら
ぬ
「
即
非
」
の
－ 66 －
（20）
論
理
を
読
み
込
も
う
と
す
る
西
田
の
視
点
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
＊
本
稿
は
、
拙
著
『
時
と
鏡　
超
越
的
覆
蔵
性
の
哲
学
ー
道
元
・
西
田
・
大
拙
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
を
め
ぐ
っ
て
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
の
拙
稿
「
西
田
哲
学
に
見
る
禅
仏
教
の
特
質
」
を
土
台
に
、
新
た
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
【
註
】
	
　
本
文
中
の
西
田
か
ら
の
引
用
は
、『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
最
新
版
〔
竹
田
篤
司
、
ク
ラ
ウ
ス
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
、
小
坂
国
継
、
藤
田
正
勝
編
、
岩
波
書
店
〕
に
依
っ
た
が
、
併
せ
て
旧
版
全
集
（
第
三
版
）
の
頁
数
も
記
し
て
お
い
た
。
１	
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
年
、
二
五
頁
。
２	
同
書
、
三
二
─
三
三
頁
。
３	
入
矢
義
高
訳
注
『
臨
済
録
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
三
九
～
四
〇
頁
。
４	
同
書
、
五
〇
頁
。
５	
詳
細
は
、
拙
稿
「
大
乗
起
信
論
と
初
期
禅
宗
の
立
場
」（
拙
著
『
露
現
と
覆
蔵
─
─
現
象
学
か
ら
宗
教
哲
学
へ
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
願
い
た
い
。
６	
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
九
～
一
七
〇
頁
（
原
漢
文
）。
７	
鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
九
頁
、
及
び
四
九
九
頁
参
照
。
尚
、
荷
沢
神
会
及
び
唐
代
の
禅
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、
小
川
隆
『
唐
代
の
禅
僧
２　
神
会　
敦
煌
文
献
と
初
期
の
禅
宗
史
』（
臨
川
書
店　
二
〇
〇
七
年
）、
及
び
、
同
『
語
録
の
こ
と
ば
─
唐
代
の
禅
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
８	
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
三
巻
（
前
掲
書
）、
二
五
一
頁
（
原
漢
文
）。
同
全
集
第
一
巻
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
も
参
照
。
胡
適
校
敦
煌
唐
写
本
『
神
会
和
尚
遺
集
』
胡
適
記
念
館
、
一
一
五
～
一
一
六
頁
、
及
び
四
四
三
～
四
四
六
頁
も
参
照
。
因
み
に
、
一
九
三
二
年
、
鈴
木
大
拙
の
解
説
付
き
で
、
石
井
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光
雄
が
家
蔵
本
を
影
印
出
版
し
た
『
敦
煌
出
土
神
会
録
』〔
非
売
品
〕
の
第
一
題
簽
お
よ
び
扉
の
揮
毫
は
西
田
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
９	
鎌
田
茂
雄
編
『
禅
の
語
録
９　
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
三
三
七
頁
。
10	
『
禅
家
語
録
Ⅱ
』
世
界
古
典
文
学
全
集
36
ｂ
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
、
一
三
三
頁
。
本
書
所
収
の
『
洞
山
宝
鏡
三
昧
』
の
註
釈
で
、
鏡
島
元
隆
氏
は
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
汝
は
鏡
前
の
形
、
渠
は
鏡
中
の
影
を
指
し
、
人
と
法
を
喩
示
し
た
も
の
と
捉
え
、
鏡
中
に
形
が
影
を
映
ず
る
と
き
、
両
者
は
異
な
り
な
が
ら
一
如
で
あ
る
と
し
て
、
汝
と
渠
の
関
係
を
絶
対
界
に
お
け
る
自
己
と
事
物
と
の
関
係
で
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
う
い
う
解
釈
は
採
ら
な
い
。
11	
鎌
田
茂
雄
編
、
前
掲
書
、
三
三
七
頁
。
12	
同
書
、
三
〇
八
頁
。
13	
同
書
、
三
〇
八
～
三
一
一
頁
参
照
。
14	
同
書
、
三
〇
八
～
三
〇
九
頁
。
15	
柳
田
聖
山
・
梅
原
猛
編
『
仏
教
の
思
想
７　
無
の
探
究
〈
中
国
禅
〉』
角
川
書
店
、
一
九
七
一
年
、
一
四
四
～
一
四
六
頁
。
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